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[公開草案] 

「事業分離等に関する会計基準（案）」、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針

（案）」の公表 

----------------------------------------- 

  ■ 名 前 ：島林賢司 

----------------------------------------- 

 ■コメント：  

指針（案）P142 423.の中段 抱き合わせ株式消滅差額の特別損益処理に反対する。 

 

?共通支配下の取引から（巨額の*1）損益が発生する 

ことは個別財務諸表の利用者の誤解を招きかねない。 

合併すれば特損や特利が個別決算で任意に発生させることができるという状況生じる。 

 

個別決算と連結決算がこれほど食い違うのであれば 

むしろミスリードの原因となるので個別決算の開示 

自体を廃止すべきでは。 

 

?業績不振子会社の処理を躊躇する企業が出かねない 

 企業行動への影響を考慮すべきだ 

 

?法人税上はこの損益は資本取引となり税効果も永久 

差異となる。巨額の損益が税金に関係なく生じるのは 

個別決算の利用者には理解しがたいのは明らか 

 

? 案の理由に対する反論 

 （１）グループ内再編と外部売却は本質的に意味が 

    異なっており子会社投資の精算損益を反映する 

    のは利用者に混乱を招く基 

 （２）同上 そもそも性質が異なっている。両者を 

    同一視するのは乱暴な議論  

 （３）ただの偏見である。原理原則より利用者に対する 

    説明責任を果たせるか否かが重要である。 

 

海外では個別決算は利用者の誤解を招くため開示する 

ことを禁止していると聞きます。日本も早急に禁止す 

べきだと考えます。 

 

*1 業績不振の子会社を親会社に吸収する場合等は投資額と純資産額に大きな差が出る場合が多い 

 


